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◆写真資料の保存と活用の 3 つのフェーズ
写真資料の保存、写真資料の媒体変換（デジタル化）、写真資料の活用（データベース化）
◆写真資料の保存
１．写真は中長期の保存には脆弱
２．媒体劣化は避けられないため、早急な手当てが必要
３．写真資料劣化の原因：保存環境、現像処理、写真の材質
４．写真資料劣化の種類：生物的劣化、化学的劣化、物理的な劣化
５．保存包材は、長期間に渡って写真に悪影響を及ぼす成分を含まないもの（PAT、ISO）
６．最低限の保存環境を整備する（保存容器、保存場所、換気 他）
◆写真資料のデジタル化
１．デジタル化の方法や品質は多種多様、目的に応じたデジタル化の方法を選択することが重要
２． アーカイブデータを作成し、データ形式やメディアの将来的なマイグレーションを計画
◆写真資料の活用
１．目的志向データベースの構築（データベース構築の目的を明確にする）
２．管理型データベース：管理目的型、安価に構築可能
公開型データベース：Web 公開、オーダーメード、ある程度まとまった費用が必要
◆まとめ（写真資料の保存と活用に向けて）
１． 予備調査
どのような写真資料があるか？
どのくらい劣化しているか？
どのくらい貴重か？
どのくらいの期間残したいか？
どのくらいの量があるか？
現在どのくらい利用されているか？
情報化した場合どのくらいの利用が期待できるか？
デジタル化した後で、写真原板を閲覧する必要があるか？
どのくらいの予算を調達可能か？
２．全体設計
保存の方法を決定
デジタル化の方法を決定
デジタル化の優先順位を決定
分類を決定
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書誌項目を整理
データベースモデルを決定
事業全体のゴールを決め、全体の費用を算出
年度ごとの事業計画（ロードマップ）を策定
３．まずは日々の意識改善し、すぐに実現できることから着手する
写真資料の特性を理解して、日々の利用方法を改善する
原板を素手で触らない
汚さない
有害なガスを発する場所（臭いの強いところ）にはおかない
必要以上に光にさらさない
高温多湿な場所での取り扱いは避ける
信頼のおける業者に相談する
以上
【写真関係の規格】
【写真の保存環境】
ISO タイトル JIS
18902
写真-現像処理済み写真フィルム、乾板及び印画紙
-包材、アルバム及び保存容器
K7645
18911 写真-現像処理済み安全フィルム K7641
18916
写真-現像処理済み写真感光材料
-写真包材の写真画像への影響度試験方法
K7617
18918 写真-現像処理済み写真乾板-保存方法 K7644
18920 写真-現像処理済み写真印画紙-保存方法 K7642
◆ J IS K 7 6 4 1 （ フ ィ ル ム ）
写 真 画 像 フ ィ ル ム ベ ー ス 最 高 温 度 相 対 湿 度
白 黒 /銀 ･ゼ ラ チ ン T A C 2 ℃ 2 0 ～ 5 0 ％
白 黒 /銀 ･ゼ ラ チ ン P E T 2 1 ℃ 2 0 ～ 5 0 ％
カ ラ ー T A C － 1 0 ℃ 2 0 ～ 5 0 ％
カ ラ ー P E T 2 ℃ 2 0 ～ 3 0 ％
◆ J IS K 7 6 4 2 （ 印 画 紙 ）
最 高 温 度 相 対 湿 度 最 高 温 度 相 対 湿 度
白 黒 ・銀 方 式 2 5 ℃ 2 0 ～ 5 0 ％ 1 8 ℃ 3 0 ～ 5 0 ％
カ ラ ー プ リ ン ト 2 5 ℃ 2 0 ～ 5 0 ％ 2 ℃ 3 0 ～ 4 0 ％
プ リ ン ト 方 式
中 期 保 存 長 期 保 存
